


































 
宮前区地域福祉計画策定にあたって  第１章 

 

41 

分 
 

・「あいさつをする程度」は、前回調査時（50.2％）から 2.7 ポイント増加。 
・「ほとんどつきあいがない」は、市全体（16.9％）より 3.3 ポイント低い。 
・「地域のつながり」は、地域において問題だと感じているもののうち３番目に高い。 

分かること③ 近所づきあいは、約半数が「あいさつをする程度」 
近所付き合いの希薄さについて問題意識がある 

分かること① 高齢者、地域防犯・防災、地域のつながりに関する問題への意識が高い 

・「ふだんからの交流は必要」は、前回調査時（26.0％）から 7.6 ポイント減少してい
る一方、「多少面倒でもふだんから交流しておいた方が良い」は 0.8 ポイント増加し、
市全体（23.1％）より 3.4 ポイント高い。 

・「日ごろの交流は面倒なのであまりしたくない」は、前回調査時（37.2％）から 7.6
ポイント増加。市全体（40.5％）より 4.3 ポイント高い。 

分かること④ 近所づきあいや交流について、約半数が必要性を認識している 

分かること① 高齢者、地域防犯・防災、地域のつながりに関する問題への意識が高い 

・「身の回りのことが、いつまで自分でできるかわからない」は、前回調査時（38.1％）
から 4.0 ポイント増加し、市全体（40.4％）より 1.7 ポイント高い。 

・「同居している 65 歳以上の方がいる」は、7 区では３番目に高い。 

分かること⑤ 高齢化を背景に、自分の身の回りのことや家族の介護が不安 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【近所づきあいの程度】 
あいさつをする程度  …52.9％   ときどき話をする程度…24.0％ 
ほとんどつきあいがない…13.6％ 
【Q１「地域」において、何が問題だと感じている︖】 
地域のつながりに関する問題…20.3％ 
（近所づきあい、感染症による対面での交流の減少、人と人との関係が希薄など） 

Q３  日頃の近所づきあいの程度は︖ 

地域で助け合うことは大切であり、 
そのためにもふだんからの交流は必要だ    …18.4％ 

いざという時に助け合いたいので、 
多少面倒でもふだんから交流しておいた方が良い…26.5％ 

困った時は当然助け合うべきだが、 
日ごろの交流は面倒なのであまりしたくない  …44.8％ 
 

交流の必要性を 
認識している人は 
44.9％（約半数） 

交流の必要性を 
認識している人は 
44.9％（約半数） 

【一緒に暮らしている家族】 
同居している 65 歳以上の方がいる          …34.4％ 
【家庭生活の中での不安】 
身の回りのことが、いつまで自分でできるかわからない …42.1％ 
介護が必要な家族を家庭で介護できる自信がない    …28.7％ 
経済的に生活できるか不安である           …28.1％ 

Q５  家庭生活で感じる不安は︖ 

Q４  近所づきあいや地域住民同士の交流の必要性は︖ 




































































